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南魚沼市観光戦略 パブリックコメント結果と回答 

№ ご意見 回答 

1 

ウインターシーズンはスキーヤー、スノーボーダーが多くやってきます。 

さらに多くのスキーヤー、スノーボーダーを呼び込む為に、誕生日割りとか、親子割り

又、温泉割りなどを織り交ぜていくとよいと思います。 

ご意見ありがとうございます。戦略推進の参考とさせていた

だきます。ウインターシーズンに限らず、割引やキャンペーン等

は行政だけでなく関連する事業者と共に検討します。あわせて、

来訪者数の多いウインターシーズンと比較して少ないグリーンシ

ーズンの来訪者数を確保することで、地域内の繁閑差を均一に

することや、割引施策だけでなく、継続的に来訪していただくた

めの地域の魅力づくりに注力します。 

2 

南魚沼市に長く暮らしていると毎年の大雪にうんざりしてしまいますが、県外に遊びに

行って帰って来た時の一面の雪景色には圧巻だなと思います。他県の方からすれば別世

界にやって来たような気持ちになるのではないでしょうか。 

言うまでもありませんが、雪は南魚沼にとって大きな資源です。冬だけではなくグリー

ンシーズンにも活用できるようにしていただきたいと思います。 

また、南魚沼市の観光は車がないと難しいと感じます。電車などの公共交通で旅を楽

しむ人向けに回りやすいルート作りや観光プランがあってもよいのではないでしょうか。 

ご意見ありがとうございます。戦略推進の参考とさせていた

だきます。基本戦略としては、ターゲットに則した誘客促進をす

るため、自家用車を所有している観光客を中心とした施策を展

開します。来訪者調査から得られた観光客に求められているこ

とを中心に、来訪者の属性や旅行スタイルに合わせたモデルコ

ースの整備検討も含め、南魚沼市の旅行を楽しんでもらうため

にできることを実施します。 

3 

P.4～5で示された「来訪者数」を見ると、グリーンシーズン(8か月間)とウインターシ

ーズン(4か月間)とでは、6:4とグリーンシーズンの来訪者数の方が多いことがわかり

ます。 

また、観光客の実態（P.10）の図表 13を見ると、ウインターシーズンにおいて「子連れ

家族旅行」は小学生、未就学児合わせて 16.3%を占めていますが、グリーンシーズンに

は「子連れ家族旅行」が上位 5位に入っていないことがわかります。 

これは、若い子連れの親にとって、幼少期の子供にウィンタースポーツや雪国体験をさ

せたい思いがあるのと対比して、グリーンシーズンはのんびり自然を鑑賞する等、大人の

旅しかイメージできないためと思われます。 

しかし、目標(p.17)は「グリーンシーズンの誘客を推進する」を、ターゲットの設定

(p.20)では「首都圏在住の若い家族層」を定義しており、現在の状況と目標がマッチして

いません。 

ご指摘のとおり、総来訪者数をみるとグリーンシーズンのほう

が多いのですが、これはグリーンシーズンの方が、長期間だから

と考えます。 

P.4図表 4シーズン別来訪者数にあるように月当たりの来

訪者数はウインターシーズンの方が多いです。また、ウインター

シーズンはコロナ禍前の水準に戻ってきていますが、グリーンシ

ーズンは戻っていません。 

このため、P.16、17の成果指標①については「ウインターシ

ーズンだけではなく、グリーンシーズンの誘客も推進する」とし

ました。 

P.20ターゲットについて、ターゲットの考え方ですが、当市

の来訪者で中心となるセグメントは「40代～50代の夫婦・家
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そのため、今回設定したターゲットで目標を達成させるには、若い親世代が子供に体験

させたいと思うような、フットパス、田舎の遊び、農業体験、釣り、ラフティングなどのアク

ティブな魅力を増やす必要があるのではないでしょうか。 

都会の若い親世代も田舎の体験をしたことがない人が多いと思います。農業体験で

も、一般的な田植えや稲刈りだけでなく、農業機器の搭乗などは大人でも魅力を感じる

のではないでしょうか？これら魅力あるアクティビティを開発し、南魚沼市でしかできな

い体験を SNSやマスコミを使って発信することが必要と思います。ご検討いただければ

幸いです。 

族旅行」であり、さらにその 7割以上が 2回以上来訪経験のあ

るリピーターです。この既存ターゲットであるリピーターを維持

しつつ、新規ターゲットを確保することで通年を通して来訪者数

を維持します。ご意見のとおり、新規顧客については現状とマッ

チしていません。しかし、本セグメントに対する調査を実施し、来

訪可能性が十分確保できることを想定しています。理由として

は、市場のボリュームが十分なこと、将来にわたって関係を維持

できる顧客であること、宿泊施設の受入れ体制が整っているこ

とからターゲットに設定しました。シーズンを問わず、一度南魚

沼市に来訪いただき、長期間、世代を超えてリピーターになって

いただくことで、南魚沼市の観光が持続可能になるものと考え

ています。 

なお、P27「戦略 2受入環境整備戦略（3）観光人材育成・承

継・確保」において、「体験コンテンツの造成と組織の育成」につ

いて記載していますので、アクティビティ事業を立ち上げたいと

いう事業者等が現れた際は、協力して地域を盛り上げていきま

す。農業機器の搭乗などは地域資源を活用した魅力的なコンテ

ンツとなる可能性もあるため、関係者内でもご意見を共有させ

ていただきます。また、プロモーションは基本戦略 3に沿って推

進します。 

4 

p.8「３．観光資源」に関して、現状分析として地域資源について触れているページです

が、内容があっさりとしすぎているという印象を受けました。少なくともあとプラス 2ペ

ージくらいのボリュームがあって然るべきではないかと思います。 

一見すると「ゼッピン」という言葉がまるで「食」にだけスポットを当てているかのよう

に伝わりがちのため、観光資源になり得る地域資源として、今回の観光戦略の中ではど

んなものを捉えていくのかについて現状分析の時点で丁寧に触れることで、より多くの

市民に共感され、支持される観光戦略になるのではないかと考えます。 

P.15 「込めた想い」に示しましたように、「ゼッピン雪国宣

言」の「ゼッピン」は食に限らず、雪がもたらす南魚沼固有の資

源・価値の包括的な概念と捉えています。ついては「自然環境」

「（その自然に育まれた）伝統文化」「歴史」も含まれています。 

P.8の記述については全体的なバランスを鑑みて再度調整し

ます。 
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補足すると、河川や森林に関する自然環境保護に取り組んだり、伝統文化の保存や継

承に取り組んだり、決して利益に直接的につながらないにしても、持続可能なものとして

地域資源を次の世代・時代へと守っていこうと精力的に活動されている個人や団体がい

ると思います。そういった方々にも今後協力を仰げるように、その方々に共感してもらえ

る内容を目指すべきかと思います。 

現に、とある伝統文化を保存・継承する活動をされている方が、「この観光戦略には伝

統文化の保存・継承について一切触れられていない」という嘆きの声を耳にしました。 

ついては、p.8「３．観光資源」の「自然・景観」「文化・歴史」「雪国の食文化」「アクティビ

ティ」の文章をもう少しボリュームアップできるのではないかと思います。お手数をおか

けしますが、ご検討いただけますと幸いです。 

観光戦略は、観光に関わる分野の施策を示す「観光振興計画」

とは異なり、今後、注力していく分野に特化して、施策を示した

ものである点、ご理解をいただければと思います。 
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5 

何度か本戦略を通読しましたが、結局は「食」で人を呼び込むとしか書かれていません。 

基本理念を「ゼッピン雪国宣言」としていますが、「食」、「食文化」の以外にも歴史、景

色、風土、民俗、風習、文化、芸能、くらしなど様々なものも雪が地域にもたらしてきたゼ

ッピンであるはずです。また、これらを含めて「ゼッピン雪国」なのではないでしょうか。そ

れが他の地域にはない南魚沼の特殊性であって、それらが魅力として他の地域から人を

呼び寄せるものとなるのではないかと思います。 

現在の第２次南魚沼市総合計画後期基本計画（令和３年３月）１０４頁に記載する観光

の振興において掲げる施策の基本方針の「○地域固有の文化、歴史、風土、暮らしをスト

ーリーによってつなぐことで独自の「雪国ブランド」へ醸成させ、四季を通じた観光振興

への活用を推進します。」に沿ったものとして下さい。 

また、本戦略１頁の冒頭に「本市は、世界的にも稀な豪雪地帯に人が住む地域で、その

独特な自然や歴史・文化的資源に加え、国内に冠たるブランド力を誇る「南魚沼産コシヒ

カリ」をはじめとする豊かな 農作物を活かした観光振興に取り組んでいます。」としてい

ることからも、「その独特な自然や歴史・文化的資源」も活用した戦略を立案すべきです。

「食」、「食文化」に偏った記載が見られます。 

p.8に観光資源として「自然・景観」、「文化・歴史」「雪国の食文化」、「アクティビティ」と

して整理されていますが、「雪国の食文化」には５行費やされていますが、「自然・景観」、

「文化・歴史」は２行のみでありバランスに欠けています。雪国で誰もが想起する北越雪

譜、鈴木牧之、牧之通りにも触れていません。また、同ページに掲げられている主なイベン

ト・取組においても１１件中５件が食関連となっています。市が関与しているイベント・取組

を中心に取り上げていることと、市が食関連のイベントに注力していることの現れと思わ

れますが、偏りを感じます。 

アンケート、その分析なども、総じて食を中心とした戦略としたい意思を感じます。 

本観光戦略は、今後、注力していく分野に特化して施策を示し

たものであり、観光に関連するすべての分野を網羅できていな

いこと、ご容赦いただければと思います。ご指摘の通り、「ゼッピ

ン雪国宣言」の「ゼッピン」は食に限らず、雪がもたらす南魚沼固

有の資源・価値であると捉えています。ついては「自然環境」

「（その自然に育まれた）伝統文化」「歴史」も含み、背景には地域

ならではの文化的慣習があることが重要と考えます。しかし、縮

小する地域経済にとって観光誘客による外貨の獲得が重要とな

ります。そのため、旅行目的として外貨獲得につながりやすい食

を重点施策としています。2023年地域ブランド調査（ブランド

総合研究所）の結果によると、「農林水産が盛んなまち」は全国

2位、「食事がおいしい」は全国 25位という結果であり、南魚

沼市は全国的に食のイメージが強いまちとして認知されていま

す。認知されている食をきっかけに来訪いただき、そのほかの

資源を知っていただけるよう、地域資源を用いた観光誘客は引

き続き実施します。単なる商品の打ち出しではなく、その背景に

共感していただくことで南魚沼市を認知してもらい、選んでい

ただく、それが地域としてのブランドを確立し、持続可能な地域

になると考えます。 

P.8の記述については全体的なバランスを鑑みて再度調整

を検討します。 

なお、現在 3次総合計画を現在策定中です。本戦略は上位計

画である総合計画の基本方針に沿って推進します。  
 


